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あなたと遺跡の新しいつながり方をみつける情報紙

表紙写真：橿考研 80 年の歴史を彩る数々の出土遺物と末永雅雄初代所長

・橿原考古学研究所創立 80 周年記念式典　　　　　　　　　　　　　　　　　

・展示で見る橿考研 80 年の成果―附属博物館春季特別展より―　

・ 橿考研創立 80 周年を祝う会助成事業

　　『黒塚古墳の研究』の刊行

　　可搬型蛍光 X 線分析装置の導入と活用

・考古学がつむぐ人のつながり　研修が結ぶ日本とシリア

・「考古学」の楽しみ方　ミステリー小説からみた考古学の世界（3）

　　シャーロック・ホームズとイギリスの遺跡・そして正倉院　　絹畠 歩・前田俊雄

・若手職員の研究視点　石造文化財のディテールの保存を目指して　　　　　　河﨑衣美

　　　　　　　　　 古墳時代の馬と大和　　　　　　　　　　　　 　  　　木村結香

・奈良の世界遺産と考古学（５）　小篠宿と深仙宿
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昭
和
13
（
１
９
３
８
）
年
９
月
13
日
に
設

立
さ
れ
た
橿
原
考
古
学
研
究
所
は
、
本
年
で

創
立
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
６
月
16
日
に

創
立
80
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
研
究
所
が
歴
史
文
化
科
の
講
義
と
発
掘

実
習
を
担
当
す
る
奈
良
県
立
法
隆
寺
国
際

高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
奏
で
る
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
に
よ
っ
て
幕
を
開
け
た
式
典
に

は
、
中
国
・
韓
国
・
シ
リ
ア
な
ど
の
海
外
の

考
古
学
・
文
化
財
関
係
機
関
の
研
究
者
、
日

本
国
内
の
考
古
学
・
文
化
財
研
究
機
関
・
博

物
館
や
大
学
の
研
究
者
、
県
内
社
寺
や
経
済

界
の
代
表
、
行
政
関
係
者
な
ど
、
約
３
６
０

名
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
参
加
者
を
代
表
し
、
荒
井
正
吾
奈
良

県
知
事
、
岩
田
国
夫
奈
良
県
議
会
議
長
、
森

下
豊
橿
原
市
長
、
崔

チ
ェ
ジ
ョ
ン
ド
ク

鐘
悳
韓
国
国
立
文
化
財

研
究
所
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
と
し
て
、
橿

原
考
古
学
研
究
所
の
活
動
が
今
後
ま
す
ま
す

発
展
す
る
こ
と
へ
の
期
待
を
込
め
た
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

創
立
80
周
年
を
祝
う
会
」（
代
表
：
久
保
田

昌
孝
橿
原
神
宮
宮
司
）
よ
り
研
究
支
援
事
業

（
黒
塚
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
の
刊
行
支
援
、

可か
は
ん
が
た
け
い
こ
う
え
っ
く
す
せ
ん

搬
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析
機
器
の
提
供
）
に

つ
い
て
の
目
録
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
研
究
所
か
ら
は
、
80
年
間
の
歩
み
の
中

で
、
研
究
所
の
運
営
と
調
査
研
究
に
長
年
に

わ
た
っ
て
携
わ
り
支
え
て
い
た
だ
い
た
、
杉

本
憲
司
氏
（
佛
教
大
学
名
誉
教
授
、
当
研
究

所
研
究
顧
問
）、
田
中
英
夫
氏
（
元
当
研
究

所
共
同
研
究
員
）、
宮
川
徏
氏
（
当
研
究
所

共
同
研
究
員
）、
神
田
須
津
子
氏
（
初
代
友

史
会
副
会
長
）、
安
田
博
幸
氏
（
武
庫
川
女

子
大
学
名
誉
教
授
、
当
研
究
所
研
究
顧
問
）、

室
賀
照
子
氏
（
当
研
究
所
研
究
顧
問
）
の
６

名
の
方
々
に
対
し
、
功
労
者
表
彰
と
し
て
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
菅
谷
文
則
所
長
が
「
古

代
日
本
の
輝
き
―
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研

究
所
80
年
の
研
究
成
果
―
」
と
題
し
て
、
80

年
間
を
代
表
す
る
遺
跡
の
調
査
・
研
究
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

80
周
年
を
迎
え
た
橿
考
研
は
、「
歴
史
を

つ
む
ぎ
、
人
を
つ
な
ぐ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

今
後
も
調
査
・
研
究
、
公
開
・
活
用
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
80
周
年
記
念
事

業
に
ご
参
加
・
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、日
頃
よ
り
当
研
究
所
の
活
動
に
ご
協
力
・

ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

1
国旗・県旗の掲揚

式典受付

式典会場入口（研究所正面玄関）アトリウムに掲げたモットー

橿原考古学研究所創立 80 周年記念式典

　
歴
史
を
つ
む
ぎ
、
人
を
つ
な
ぐ

　

特　集

橿考研創立 80

周年記念事業



 

橿考研通信　Vol. ５2

法隆寺国際高校によるファンファーレ

荒井知事からの祝辞崔韓国国立文化財研究所長からの祝辞

功労者表彰橿考研創立 80 周年を祝う会からの目録贈呈

橿考研 80 年の歩みを紹介する菅谷所長

演奏に聴き入る参加者

式典に集った約 360 名の参加者
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橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
80
周
年
を
記
念

し
た
春
季
特
別
展
「
古
代
の
輝
き
―
日
本
考

古
学
と
橿
考
研
80
年
の
軌
跡
Ⅰ
―
」
を
４
月

21
日
か
ら
６
月
17
日
ま
で
朝
日
新
聞
社
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
奈
良
放
送
局
の
後
援
の
も
と
附
属
博
物

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

橿
原
考
古
学
研
究
所
と
関
係
者
に
よ
る
昭

和
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
厖ぼ

う
だ
い大
な
調
査
研
究

の
な
か
か
ら
考
古
学
・
古
代
史
研
究
の
新
た

な
１
ペ
ー
ジ
を
切
り
開
い
た
資
料
を
選
び
、

春
季
特
別
展
で
は
旧
石
器
時
代
か
ら
古
墳
時

代
中
期
ま
で
を
展
示
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
展
示
品
と
し
て
新
沢
千
塚
１
２
６
号

墳
出
土
品
、
五
條
猫
塚
古
墳
出
土
品
、
黒
塚

古
墳
出
土
品
な
ど
国
指
定
重
要
文
化
財
７

件
、
今
年
新
た
に
指
定
さ
れ
た
馬う

ま
み見
二
ノ
谷

遺
跡
出
土
品
な
ど
県
指
定
文
化
財
５
件
を
含

む
８
１
８
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
１
万
２
千
人
を
超
え
る
方
々
に

ご
観
覧
頂
き
ま
し
た
。
日
本
の
歴
史
を
再
発

見
・
再
構
築
し
、
そ
れ
を
広
く
国
民
に
伝
え

よ
う
と
し
た
橿
原
考
古
学
研
究
所
80
年
の
歩

み
を
目
で
見
て
、
肌
で
感
じ
て
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。

　

秋
季
特
別
展
で
は
古
墳
時
代
後
期
、飛
鳥
・

奈
良
時
代
を
中
心
と
し
た
資
料
を
展
示
し
ま

す
。
ご
来
館
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

特別展開催期間中、列品

解説を４日間、計８回実

施しました。毎回大勢の

方にご参加頂きました。

博物館前に設置した特別展案内板 新沢千塚 126 号墳出土金製方形板を前面に押

し出したこれまでにない煌びやかなポスター

展示で見る橿考研 80 年の成果

　
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
春
季
特
別
展
よ
り

　

特　集

橿考研創立 80

周年記念事業



橿考研通信　Vol. ５4

（上）受付に並ぶ来館者。１日に 500 人を超える日もありました。

（左）株式会社千房からの企業版ふるさと納税により製作した黒塚古墳

出土４号鏡の復元品を手に取って質感を体感する来館者。鏡面を向け

て、顔がうつることに感動していました。

（上）特別展開催期間中に現役職員、研究所 OB、関係者による研究

講座を３回開催しました。聴講者は 550 人を超える回もあり、会場

は聴講者であふれかえっていました。

（左）80 周年記念式典の日に、来館者に法隆寺若草伽
が ら ん

藍から見つかっ

た姶
あ い ら

良 Tn 火山灰について解説する菅谷所長（中央）と着物姿の稲村

和子万葉文化館館長（左）。

（右上）６月 10 日の研究講座では元橿原考古

学研究所副所長の石野博信氏にご登壇頂きまし

た。纒
まきむく

向遺跡と箸
はしはか

墓古墳について調査当時の話

を交えながら、最新の知見をお話頂きました。

（上）５月６日の研究講座で話す菅谷所長。研究

所 80 年の歴史と 100 周年に向けて熱く語りま

した。
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「
橿
原
考
古
学
研
究
所
創
立
80
周
年
を
祝

う
会
」
よ
り
『
黒
塚
古
墳
の
研
究
』
に
か
か

る
出
版
費
用
に
つ
い
て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
『
黒
塚
古
墳
の
研
究
』

の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

黒
塚
古
墳
は
、
奈
良
県
天
理
市
に
所
在
す

る
前
方
後
円
墳
で
す
。
奈
良
盆
地
東
南
部
に

は
、
大

お
お
や
ま
と和
古
墳
群
と
総
称
さ
れ
る
古
墳
時
代

前
期
（
３
世
紀
後
半
～
４
世
紀
）
の
前
方
後

円
墳
が
集
中
し
て
築
造
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
墳
丘
長
２
０
０
ｍ
を
超
え
る
巨
大
前
方

後
円
墳
は
初
期
ヤ
マ
ト
王
権
の
大
王
墓
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
時
代
前
期
前
半
（
３
世
紀
後
半
）
に

大
和
古
墳
群
に
築
造
さ
れ
た
墳
丘
長
１
３
０

ｍ
の
黒
塚
古
墳
は
、
１
９
９
７
年
か
ら
橿
原

考
古
学
研
究
所
と
天
理
市
教
育
委
員
会
が
発

掘
調
査
を
実
施
し
、
埋
葬
施
設
や
副
葬
品
の

様
相
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
後
円
部
に

つ
く
ら
れ
た
長
大
な
竪た

て
あ
な
し
き
せ
き
し
つ

穴
式
石
室
の
内
部
か

ら
は
、
三

さ
ん
か
く
ぶ
ち
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う

角
縁
神
獣
鏡
33
面
を
含
む
計
34

面
の
銅
鏡
、
多
量
の
鉄
製
武
器
・
武
具
な
ど

が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
副
葬
品
に
は
、

当
時
の
中
国
大
陸
あ
る
い
は
朝
鮮
半
島
な
ど

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
貴
重
な
器
物
が
含
ま
れ

て
お
り
、
初
期
ヤ
マ
ト
王
権
の
実
態
解
明
へ

の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
書
で
は
、
黒
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
の
報

告
と
と
も
に
、
考
古
学
的
分
析
・
自
然
科
学

的
分
析
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
を
加

え
、
黒
塚
古
墳
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。
当
研
究
所
の
最
新
の
調
査
研
究
報
告

書
で
あ
り
、
初
期
ヤ
マ
ト
王
権
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
本
書
を
ぜ
ひ
ご
一
読
下
さ
い
。

Ｂ４版（36.4 × 25.7cm）の大判による迫力の写真・図版

奈良県立橿原考古学研究所編

八木書店刊『黒塚古墳の研究』

全 584 ページに調査・研究の成果を盛り込む

橿考研創立 80 周年を祝う会助成事業

　『
黒
塚
古
墳
の
研
究
』
の
刊
行
　

　

橿考研創立 80

周年記念事業

特　集



橿考研通信　Vol. ５6

　
「
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
80
周
年

を
祝
う
会
」
よ
り
「
可
搬
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析

装
置
」
を
ご
寄
付
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
る
「
出
土
品
」
を

は
じ
め
と
す
る
文
化
財
は
「
人
類
共
有
の
文

化
遺
産
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
材
料
調

査
は
「
壊
さ
ず
に
調
べ
る
」
い
わ
ゆ
る
「
非

破
壊
調
査
」
が
基
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
出

土
品
に
は
見
た
目
だ
け
で
は
そ
の
材
料
が
判

断
で
き
な
い
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
金
属
製
品
が
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
青
緑
色
に
さ
び
付
い
た
出
土
品
を

調
べ
る
と
、
銅
と
錫
か
ら
な
る
青
銅
も
あ
れ

ば
単
に
銅
だ
け
と
い
う
純
銅
製
品
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。
文
字
通
り
見
た
だ
け
で
は
わ
か

ら
な
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
文
化
財
材
料
調
査
の
分
野
で
は
、

蛍
光
Ｘ
線
分
析
法
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
法
は
、
測
定
し

た
い
資
料
に
Ｘ
線
を
照
射
し
そ
の
Ｘ
線
を
基

に
発
生
す
る
二
次
的
な
X
線
を
調
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
材
料
で
造
ら
れ
て

い
る
か
調
べ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
先
述
の

青
緑
色
に
錆
び
つ
い
た
金
属
製
品
も
、
こ
の

分
析
法
を
用
い
れ
ば
、
金
属
製
品
中
の
成
分

を
調
べ
て
青
銅
製
で
あ
っ
た
り
、
純
銅
製
で

あ
っ
た
り
、
そ
の
材
料
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
考
古
学
で
は
、
青
銅
鏡
の

成
分
分
析
や
彩
色
顔
料
の
分
析
、
銅
や
鉄
の

分
析
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
寄
付
い
た
だ
く
「
可
搬
型
蛍

光
Ｘ
線
分
析
装
置
」
は
、
文
字
通
り
持
ち
運

び
が
可
能
な
分
析
装
置
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
奈
良
県
内
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全

国
・
世
界
各
地
で
調
査
を
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
大
型
の
文
化
財
や
特
殊
な
形

状
を
し
た
文
化
財
へ
も
対
応
が
可
能
で
、
こ

れ
ま
で
調
査
が
困
難
で
あ
っ
た
文
化
財
へ
の

調
査
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
機
は
、
通
常
の
蛍
光
X
線
分

析
で
は
困
難
な
ガ
ラ
ス
な
ど
軽
元
素
か
ら
な

る
文
化
財
を
高
感
度
に
分
析
で
き
ま
す
。
こ

の
装
置
を
用
い
れ
ば
、
弥
生
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
ガ
ラ
ス
素
材
の
分
析

が
可
能
で
あ
り
、
ガ
ラ
ス
製
品
の
製
造
場
所

や
流
入
経
路
の
特
定
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
奈
良
県
を
は
じ
め
全
国
の
遺

物
の
分
析
を
通
じ
て
新
た
な
歴
史
的
事
実
を

引
き
出
す
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
機
は
、
文
化
財
調
査
機
関
と
し
て
は
東

京
理
科
大
学
理
学
部
、
明
治
大
学
古
代
学
研

究
所
に
次
ぐ
導
入
と
な
り
ま
す
。

　可搬型蛍光 X 線分析装置全景

分析部（ヘッド）を三脚に固定することによりあら

ゆる方向、角度で分析することが可能です。機材を

持ち運び大型品や特殊な形状の文化財の材料調査が

可能です。

（写真：アワーズテック株式会社提供）

可搬型蛍光 X 線分析装置分析例

不定型な資料の代表として、岩石の測定例です。

ヘッドの角度を変えることができるため、不定

形資料の測定も思いのままです。調査成果が待

たれます。

（写真：アワーズテック株式会社提供）

　
可
搬
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
の
導
入
と
活
用
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当
研
究
所
で
は
平
成
29
年
度
よ
り
、
国
連

開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
か
ら
の
委
託
に
よ

り
、
シ
リ
ア
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
の
文
化
財
関

係
者
の
人
材
育
成
事
業
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が

結
ぶ
友
情
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
５
月
15
日
か

ら
８
月
８
日
ま
で
の
約
３
ヶ
月
の
期
間
で
、

シ
リ
ア
古
物
博
物
館
総
局
所
属
の
４
名
の
専

門
家
が
研
修
の
た
め
当
研
究
所
に
滞
在
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
文
化
財
の
保
存
や

調
査
研
究
に
お
け
る
記
録
作
成
（
ド
キ
ュ
メ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
主
題
と
し
て
お
り
、
伝

統
的
な
手
書
き
図
面
の
作
成
方
法
か
ら
最
新

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
用
方
法
に
い
た
る
一

連
の
知
識
・
技
術
を
習
得
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
研
修
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

中部大学国際ＧＩＳ
センターで地理情報
システムの講義を受講

修了証書授与式にて談笑する研修生

伝統的手法による遺物実測図の作成

研修が結ぶ日本とシリア

　
シ
リ
ア
支
援
事
業 

橿
考
研
で
の
研
修
風
景

　

考古学がつむぐ

人のつながり

交　流
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発掘中の史跡・名勝飛鳥
京跡苑池にて三次元計測

三次元スキャナで遺物
を計測

シリアでの文化財保護
の取り組みについて橿
考研所員の前で発表
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―
ホ
ー
ム
ズ
は
そ
の
時
々
に
応
じ
て
、
み
ご

と
に
気
持
ち
を
切
り
換
え
ら
れ
る
術
を
持
っ

て
い
る[

中
略]
二
時
間
に
わ
た
り
、
石
斧

に
つ
い
て
、
石
の
鏃
に
つ
い
て
、
土
器
の
か

け
ら
に
つ
い
て
、
滔
々
と
雄
弁
を
ふ
る
い
つ

づ
け
た
こ
の
ひ
と
と
き
ほ
ど
、
そ
の
切
り
換

え
の
鮮
や
か
さ
に
感
嘆
し
た
こ
と
は
か
つ

て
な
い
。（
ワ
ト
ソ
ン
の
事
件
記
録
よ
り
、

ア
ー
サ
ー
・
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
「
悪
魔
の

足
」『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
最
後
の

挨
拶
』
深
町
眞
理
子
訳
、
創
元
推
理
文
庫
、

２
０
１
４
年
）

◇
ホ
ー
ム
ズ
に
つ
い
て

　

近
年
、
英
国
発
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム

ズ
シ
リ
ー
ズ
の
現
代
版
ド
ラ
マ
「
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
」
が
世
界
中
で
放
映
さ
れ
、
流
行
し

て
い
ま
す
。
ド
ラ
マ
の
中
で
は
、
舞
台
が
現

代
の
イ
ギ
リ
ス
と
な
り
、
ホ
ー
ム
ズ
と
ワ
ト

ソ
ン
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
最
新
の
電
子

機
器
を
用
い
な
が
ら
事
件
を
解
決
す
る
さ
ま

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
シ
リ
ー
ズ
は

イ
ギ
リ
ス
の
作
家
ア
ー
サ
ー
・
コ
ナ
ン
・
ド

イ
ル
（
１
８
５
９
～
１
９
３
０
）
が
書
い
た
、

今
日
の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
礎
と
な
っ
た
作

品
群
で
す
。
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
と
助
手
の
ワ

ト
ソ
ン
に
よ
る
鮮
や
か
な
事
件
解
決
の
物
語

は
、そ
の
後
多
く
の
小
説
家
に
影
響
を
与
え
、

今
日
ま
で
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
世
界
中
で
読

み
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ズ
と
考
古
学

　

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ

シ
リ
ー
ズ
で
も
考
古
学
の
世
界

が
登
場
す
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？
代
表
的
な
の
は
シ

リ
ー
ズ
第
３
長
編
で
あ
る
『
バ

ス
カ
ヴ
ィ
ル
家
の
犬
』
で
す
。

こ
の
作
品
は
イ
ギ
リ
ス
南
西
部

ダ
ー
ト
ム
ー
ア
が
舞
台
と
な
っ

た
紀
行
的
要
素
が
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
今
も
残
る
先
史
時
代
の
遺
跡
が
多

く
物
語
に
登
場
し
ま
す
。
遺
跡
の
詳
細
は
後

半
で
イ
ギ
リ
ス
に
詳
し
い
前
田
所
員
に
解
説

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
シ
リ
ー
ズ
第
４
短
編
集

『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
最
後
の
挨
拶
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
悪
魔
の
足
」
に
も
遺

跡
・
遺
物
に
関
す
る
記
述
が
登
場
し
ま
す
。

療
養
で
訪
れ
た
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
で
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
と
ワ
ト
ソ
ン
で
す

が
、
途
中
ホ
ー
ム
ズ
が
推
理
の
気
分
転
換
で

燧す
い
せ
き石
の
鏃
や
じ
り
を
表
面
採
集
に
出
か
け
た
り
、
冒

頭
で
挙
げ
た
よ
う
な
考
古
学
談
義
を
し
た
り

し
ま
す
。
２
時
間
も
考
古
学
の
話
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ズ
は
考
古
学
に
関

し
て
相
当
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
考
古
学
と
は
話
が
少
し
そ
れ
ま
す

が
、
第
５
短
編
集
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー

ム
ズ
の
事
件
簿
』の
中
の
短
編「
高
名
の（
な
）

依
頼
人
」
に
は
会
話
の
中
に
日
本
が
登
場
し

ま
す
。
途
中
、
男
爵
に
知
識
を
試
さ
れ
た
ワ

ト
ソ
ン
は
聖
武
天
皇
に
つ
い
て
や
、
天
皇
と

正
倉
院
と
の
関
係
を
尋
ね
ら
れ
ま
す
。
小
説

が
書
か
れ
た
20
世
紀
初
頭
に
遥
か
彼
方
イ
ギ

リ
ス
で
奈
良
の
正
倉
院
が
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
当
時
の
社
会
背
景
と
合
わ
せ
て
興
味
深

い
こ
と
で
す
。（
絹
畠
）

アーサー・コナン・ドイル著、深町眞理子訳

『バスカヴィル家の犬』

（創元推理文庫）

ダートムーアの位置

　
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
と
イ
ギ
リ
ス
の
遺
跡
・
そ
し
て
正
倉
院

ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
か
ら
み
た

　
　
考
古
学
の
世
界
（
３
）

　

連　載

「考古学」
の

楽しみ方
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◇
推
理
小
説
と
紀
行
文

　

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
『
バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
家

の
犬
』
に
は
、
小
説
の
舞
台
で
あ
る
ダ
ー
ト

ム
ー
ア
の
景
観
を
描
い
た
、
紀
行
文
学
的
な

要
素
も
見
ら
れ
ま
す
。
作
品
中
に
は
ダ
ー
ト

ム
ー
ア
の
情
景
や
、
新
石
器
時
代
の
遺
跡
が

登
場
し
ま
す
。◇

ダ
ー
ト
ム
ー
ア

　

ダ
ー
ト
ム
ー
ア
は
イ
ギ
リ
ス
・
ブ
リ
テ

ン
島
の
南
西
部
に
位
置
し
、
広
大
な
湿
原

（
ム
ー
ア
）
地
形
が
広
が
り
ま
す
。
ダ
ー
ト

ム
ー
ア
は
ヒ
ー
ス
の
荒
野
が
広
が
り
、
ト
ー

ア
（Tor

）
と
呼
ば
れ
る
花
崗
岩
が
風
化
し

て
で
き
た
奇
石
奇
岩
が
、
絶
妙
な
風
景
を
作

り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
新
石
器
時
代
以
降

の
遺
跡
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
も
著

名
で
す
。

　

小
説
の
な
か
で
は
、ダ
ー
ト
ム
ー
ア
は「
荒

涼
た
る
原
野
」「
暗
鬱
」「
神
に
も
見
捨
て
ら

れ
た
世
界
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
、
陰
鬱
な
雰

囲
気
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
現
在
の
ダ
ー
ト
ム
ー
ア
は
、
ツ
ー
リ

ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
乗
馬
な
ど
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
盛
ん
な
、
イ
ギ
リ
ス
有
数
の

一
大
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
グ
リ
ム
ス
ポ
ン
ド

　

小
説
中
に
は
複
数
の
遺
跡
が
登
場
し
ま
す

が
、
な
か
で
も
物
語
の
中
心
と
な
る
遺
跡
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
遺
跡
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

の
が
、
グ
リ
ム
ス
ポ
ン
ド
（Grim

spound

）

と
い
う
遺
跡
で
す
。

　

グ
リ
ム
ス
ポ
ン
ド
は
青
銅
器
時
代
後
期

（
紀
元
前
１
４
０
０
年
頃
）
の
集
落
遺
跡
で
、

面
積
は
１
４
５
０
０
㎡
と
広
大
な
も
の
で

す
。周
囲
を
一
重
の
石
壁
で
囲
わ
れ
て
お
り
、

南
東
に
は
集
落
に
入
る
た
め
の
門
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

石
壁
内
に
は
24
基
の
住
居
跡
が
あ
り
ま

す
。住
居
は
壁
の
部
分
は
石
を
積
み
上
げ
て
、

屋
根
は
木
で
作
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
で
は
屋

根
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
作
中
に
は
、
底
な
し
沼
が
登
場
し
ま

す
が
、こ
ち
ら
は「
グ
リ
ム
ペ
ン（Grim

pen

）

の
大
底
な
し
沼
」と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
、
ド
イ
ル
が
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
遺
跡
か
ら
得
た
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

◇
作
品
中
の
遺
跡
の
描
写
と
背
景

　

小
説
中
の
遺
跡
描
写
は
、
き
わ
め
て
詳
細

で
す
。
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
は
１
９
０
１
年
に

ダ
ー
ト
ム
ー
ア
を
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

時
に
遺
跡
も
訪
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

グ
リ
ム
ス
ポ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
古

く
か
ら
知
ら
れ
た
遺
跡
で
し
た
。
１
８
２
９

年
に
は
早
く
も
遺
跡
の
測
量
図
が
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
集
落
遺
跡

に
お
い
て
、
最
初
の
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
１
８
９
４
年
に
は
発
掘
調
査
も
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
は
、
歴
史
学
や
考
古
学

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
有
名
遺
跡
の
最
新

の
発
掘
調
査
の
情
報
を
入
手
し
、
自
身
の
作

品
の
構
想
を
膨
ら
ま
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
『
バ
ス
カ
ヴ
ィ
ル
家
の
犬
』
は
ホ
ー
ム
ズ

シ
リ
ー
ズ
で
も
傑
作
と
名
高
い
作
品
で
す

が
、
考
古
学
的
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
ま
た

新
た
な
作
品
の
魅
力
に
触
れ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
前

田
）

ダートムーアの風景（前田撮影）

グリムスポンドの住居跡（前田撮影）

　

執筆者紹介

絹畠　歩
調査課 / 主任技師

○岡山県出身、群集
墳を研究中。

○最近読んだ本のお
薦めは、辻村深月

『かがみの狐城』（ポ
プラ社）。

前田俊雄
調査課 / 主任研究員

( 併 ) 文化財保存課 / 主査
○奈良県出身、陶棺

を研究中。
○最近遅れ馳せなが

ら、呉座勇一『応
仁の乱』（中公新書）
を読み始めました。



◇
石
の
劣
化
？

　

石
造
文
化
財
の
表
面
に
は
、
文
字
や
加
工

痕
、
使
用
痕
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
膨
大
な

情
報
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
デ
ィ
テ
ー
ル
（
細

部
）
の
情
報
は
石
造
文
化
財
の
価
値 

の
一

部
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
石
材
は

永
続
性
の
あ
る
素
材
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
。
確
か
に
、
腐
朽
す
る
木
材
な
ど
の
有

機
物
や
、
錆
び
る
金
属
と
比
較
す
れ
ば
、
そ

の
見
た
目
は
変
化
し
に
く
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
永
続
性
や
耐
久

性
を
求
め
ら
れ
る
「
も
の
」
の
素
材
と
し
て

選
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
石
材
も
環

境
に
よ
っ
て
は
劣
化
し
、
崩
壊
す
る
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。

　

屋
外
で
地
面
と
地
続
き
に
な
っ
た
石
造
文

化
財
は
短
い
ス
パ
ン
で
の
環
境
の
大
き
な
変

化
が
頻
繁
に
起
こ
る
こ
と
で
劣
化
し
て
い
き

ま
す
。
例
え
ば
寒
冷
地
で
は
、
冬
期
に
石
材

に
入
っ
た
水
分
が
凍
っ
た
り
融
け
た
り
を
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

単
位
で
石
材
が
崩
落
す
る
事
例
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。◇

デ
ィ
テ
ー
ル
を
劣
化

さ
せ
る
も
の

　

こ
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
レ
ベ
ル
で
の
劣

化
現
象
は
簡
単
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
非
常
に
小
さ
く
、
ゆ
っ
く
り
と
劣
化
が

進
む
場
合
に
は
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
10
年
、
20
年
前
は
文

字
が
読
め
た
の
に
… 
と
い
う
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
緩
や
か
な

劣
化
の
原
因
に
は
、
酸
性
雨
な
ど
の
大
気

環
境
、
そ
し
て
コ
ケ
や
微
生
物
と
い
っ
た

生
物
の
活
動
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

中
で
も
劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
不
明
点

が
多
い
の
が
コ
ケ
に
よ
る
劣
化
で
す
。
コ

ケ
は
元
々
「
木
毛
」
と
表
記
さ
れ
、
木
に

生
え
る
毛
の
よ
う
な
も
の
の
総
称
で
し

た
。
現
在
は
コ
ケ
と
い
う
と
コ
ケ
植
物

(

蘚せ
ん
た
い
る
い

苔
類)

を
指
す
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、筆
者
が
注
目
す
る
コ
ケ
は
「
地ち

い
る
い

衣
類
（
菌

類
と
藻
類
の
共
生
体
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。

◇
コ
ケ
を
知
り
、

保
存
に
活
か
す

　

地
衣
類
に
よ
る
劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
不

明
点
が
多
い
こ
と
の
最
も
大
き
な
理
由
は
、

地
衣
類
の
成
長
速
度
が
年
に
数
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
と
非
常
に
遅
く
、
生
育
で
き
る
環
境
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
通
常
、
植

物
や
カ
ビ
な
ど
の
研
究
を
す
る
場
合
、
実
験

室
で
培
養
や
栽
培
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
効

率
的
に
そ
の
生
物
を
増
や
し
て
い
き
実
験
に

用
い
ま
す
が
、
地
衣
類
は
培
養
や
栽
培
の
方

法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
劣
化
の
再

現
実
験
、
す
な
わ
ち
劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

知
る
こ
と
が
難
し
い
の
が
実
状
で
す
。

　

コ
ケ
に
よ
る
劣
化
は
緩
や
か
で
す
が
、
根

を
は
っ
て
石
を
弱
ら
せ
破
壊
し
た
り
、
石
を

溶
か
し
た
り
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
コ
ケ
の
種
類
や
環
境
に
よ
っ
て

劣
化
の
作
用
は
違
う
と
考
え
ら
れ
、
そ

れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
劣
化
作
用
だ

け
を
考
え
れ
ば
コ
ケ
は
文
化
財
の
表
面

か
ら
取
り
除
く
べ
き
で
す
が
、
む
や
み

に
取
り
除
け
ば
弱
っ
た
石
ご
と
壊
し
て

し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
安
全
な

取
り
除
き
方
、
無
害
化
す
る
方
法
な
ど

を
研
究
し
、
コ
ケ
に
ど
う
対
処
す
る
か

が
大
き
な
課
題
で
す
。
目
に
見
え
る
大

き
な
劣
化
を
防
ぎ
つ
つ
、
デ
ィ
テ
ー
ル

の
保
存
を
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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石材（写真下部、灰色部分）が地衣類（写真上部、

青緑色と白色の 2 層部分）に引っ張られ、剥がれ

ている様子

緑、白、黄色など様々な色のコケが生えた石造文

化財（インドネシアの彫像）

石造文化財のディテールの保存を目指して
　

新　風

若手職員の

研究視点

○石川県出身
○ 2014 年、筑波大学大学院博士

後期課程修了、博士（学術）を
取得

○前職は筑波大学芸術系研究員
○文化財の保存科学を専門とし、

石造文化財の保存をはじめ、博
物館資料の保管環境などについ
ても研究に取り組んでいる

プロフィール

河
かわさき

﨑 衣
え み

美
資料課 / 主任技師



橿考研通信　Vol. ５

◇
馬
が
や
っ
て
き
た

　

馬
は
元
々
日
本
に
生
息
せ
ず
、
古
墳
時
代

に
朝
鮮
半
島
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
５
世

紀
か
ら
、
馬
骨
や
馬
歯
、
馬
具
や
馬
形
埴
輪

と
い
っ
た
馬
の
普
及
を
示
す
資
料
が
日
本
各

地
で
増
え
始
め
ま
す
。

　

以
降
、
馬
は
機
械
に
よ
る
動
力
が
発
達
す

る
近
代
ま
で
の
長
い
間
、
移
動
・
軍
事
・
農

業
・
商
品
・
権
威
の
誇
示
と
い
っ
た
場
面
で

お
お
い
に
活
躍
し
、
日
本
人
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
大
事
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
応
神
天
皇
15
年

「
百く

だ
ら済
の
王
、
阿あ

ち

き
直
伎
を
遣
し
て
、
良
馬
二

匹
を
貢
る
。
即
ち
軽
の
坂
上
の
厩
に
養
は
し

む
。」（
坂
本
太
郎
ほ
か
１
９
９
４
『
日
本
書
紀
（
二
）』

岩
波
書
店
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

百
済
の
王
の
命
に
よ
っ
て
日
本
へ
渡
っ
た
阿

直
伎
と
い
う
人
物
が
、
軽
と
い
う
場
所
で
馬

を
育
て
た
と
す
る
記
事
で
す
。

　

軽
と
い
う
地
名
は
、
現
在
、
近
鉄
橿
原
神

宮
前
駅
東
口
近
く
の
橿
原
市
大
軽
町
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
述
が
事
実
か
ど
う

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
最
初
に
馬

が
飼
わ
れ
た
場
所
が
現
在
の
橿
原
市
に
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
古
墳
時
代
の
奈
良
県
―

大
和
―
の
馬
の
様
相
に
つ
い
て
、
考
古
資
料

を
交
え
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◇
大
和
の
馬
具

　

馬
具
は
、
人
の
騎
乗
を
助
け
、
馬
を
飾
る

た
め
の
道
具
で
す
。
奈
良
県
内
で
も
多
数
の

古
墳
か
ら
馬
具
が
出
土
し
て
お
り
、
有
力
者

た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
馬
に
乗
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
馬
具
の
中
で
も
目
立
つ
の
が
、

金
が
張
ら
れ
た
、
金こ

ん
ど
う
せ
い

銅
製
・
鉄て
つ
じ
こ
ん
ど
う
ば
り

地
金
銅
張
の

豪
華
な
馬
具
で
す
。

　

馬
の
口
元
を
飾
る
鏡

か
が
み
い
た板
や
、
お
尻
を
飾
る

杏ぎ
ょ
う
よ
う
葉
に
は
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

奈
良
県
内
で
も
、
ｆえ

ふ
じ
が
た

字
形
鏡
板
、
剣け
ん
び
し
が
た

菱
形
杏

葉
、
花
弁
形
杏
葉
、
楕
円
形
鏡
板
・
杏
葉
、

鐘か
ね
が
た形
鏡
板
・
杏
葉
、
心し
ん
よ
う
け
い

葉
形
鏡
板
・
杏
葉
、

棘き
ょ
く
よ
う
け
い

葉
形
杏
葉
と
い
っ
た
多
種
多
様
の
馬
具

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

氏
族
ご
と
に
馬
具
の
デ
ザ
イ
ン
に
違
い
が

あ
っ
た
と
す
る
見
解
も
あ
り
ま
す
。
馬
具
の

デ
ザ
イ
ン
の
違
い
は
一
体
何
に
よ
る
も
の
な

の
か
、
氏
族
が
割
拠
し
、
宮
が
置
か
れ
て
い

た
こ
の
大
和
の
地
に
お
い
て
、
日
本
各
地
の

馬
具
の
出
土
状
況
と
比
較
し
な
が
ら
検
証
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。　

　

日
本
で
最
も
豪
華
な
馬
具
と
し
て
、
斑
鳩

町
の
藤
ノ
木
古
墳
出
土
資
料
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
特
に
鞍く

ら
か
な
ぐ

金
具
は
当
時
の
日
本
の
製
作
技

術
・
文
化
で
捉
え
き
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
製
作
地
に
は
様
々
な
説
が
あ
り
、
人
々

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

◇
馬
の
流
通

　

近
年
、
古
墳
時
代
の
馬
の
生
産
を
め
ぐ
る

重
要
な
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
御

所
市
の
南
郷
大
東
遺
跡
で
出
土
し
た
馬
歯
を

科
学
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
の
数
匹

が
、
東
日
本
の
内
陸
部
か
ら
連
れ
て
来
ら
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。
平
安

時
代
の
『
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
』
に
は
、
朝
廷
管
轄
の

勅ち
ょ
く
し
ま
き

使
牧
が
信
濃
・
甲
斐
・
上
野
・
武
蔵
に
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
国
で
育
て
ら
れ
た

馬
が
畿
内
へ
と
運
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
成
立

は
古
墳
時
代
に
遡
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

馬
は
、
古
墳
時
代
の
日
本
へ
大
き
な
革
新

を
も
た
ら
し
、
日
本
各
地
を
結
ぶ
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
現
在
で
こ
そ
馬
は
あ

ま
り
見
か
け
な
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
と
き
に
は
馬
が
残
し
て
く
れ
た
歴

史
や
文
化
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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『
日
本
書
紀
』
の
推
古
天
皇
16
年
に
、
こ

の
よ
う
な
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　

「
唐
の
客
、
京
に
入
る
。
是
の
日
に
、
飾

か
ざ
り
う
ま騎

七
十
五
匹
を
遣
し
て
、
唐
の
客
を
海つ

ば

い

ち

石
榴
市

の
術

ち
ま
た
に
迎
ふ
。
額ぬ
か
た
べ
の
む
ら
じ

田
部
連
比ひ

ら

ふ
羅
夫
、
以
て
礼

の
辞
を
告
す
。」（
坂
本
太
郎
ほ
か
１
９
９
５
『
日

本
書
紀
（
四
）』
岩
波
書
店
）

　

こ
の
記
事
は
、
額
田
部
連
比
羅
夫
と
い
う

人
物
が
、
海
石
榴
市
（
桜
井
市
三
輪
～
金
屋

付
近
、
水
陸
交
通
の
要
衝
）
に
て
、
唐
の
要

人
を
飾
り
馬
で
迎
え
る
と
い
う
場
面
が
記
録

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
頃
は
ま
だ
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
た

時
期
で
す
。
75
匹
の
馬
た
ち
は
、
ど
の
よ
う

な
馬
具
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
か
、
は
た
ま

た
、
額
田
部
連
比
羅
夫
は
今
ど
こ
で
、
ど
ん

な
馬
具
と
一
緒
に
眠
っ
て
い
る
の
か
、
そ
う

考
え
る
と
楽
し
く
な
り
ま
せ
ん
か
。

今では珍しい在来馬（筆者撮影　於 ; 宮崎）

古墳時代の馬と大和
　

プロフィール

木
き む ら

村 結
ゆ う か

香
調査課 / 技師

○ 埼玉県出身
○ 2016 年、早稲田大学卒業。途中、

同志社大学単位交換留学
○ 2017 年 2 月、韓国延世大学校

語学留学
○ 2018 年、京都大学大学院修士

課程修了
○古墳時代の金工品、主に馬具を

研究
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古
く
か
ら
修
験
の
道
場
で
あ
っ
た
大
峰
山

中
に
は
、
明
治
５
年
に
修
験
道
が
廃
止
さ
れ

る
ま
で
、
入に

ゅ
う
ぶ峯
す
る
行
者
を
支
え
る
た
め
の

施
設
が
あ
り
、
そ
の
跡
は
現
在
も
遺
跡
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
大
規

模
な
遺
跡
が
、
小
篠
宿
（
天
川
村
洞
川
）
と

深
仙
宿
（
下
北
山
村
前
鬼
）
で
す
。

　

◇
小
篠
宿

　

小
篠
宿
は
、
大
峰
山
寺
本
堂
の
あ
る
山

上
ヶ
岳
か
ら
南
東
へ
約
２
㎞
の
地
点
に
あ

り
、
江
戸
時
代
に
は
修
験
道
二
大
教
団
の
一

つ
で
あ
る
当
山
派（
総
本
山
醍
醐
寺
三
宝
院
）

が
峯ぶ

ち
ゅ
う中
の
拠
点
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

寛
政
年
間
成
立
と
さ
れ
る
大
峰
峰
中
秘
密

絵
巻
に
は
、
小
篠
宿
の
状
況
が
詳
し
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
の
小

篠
宿
に
は
、
行
者
堂
・
聖
宝
堂
・
護
摩
炉
の

ほ
か
、
当
山
派
正
大
先
達
の
宿
坊
、
番
所
、

山
宿（
管
理
小
屋
）な
ど
多
く
の
施
設
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

現
在
の
小
篠
宿
に
は
、
測
量
図
の
と
お
り

竜
ヶ
岳
山
頂
付
近
か
ら
流
れ
る
谷
川
の
両
岸

に
、
石
垣
を
巡
ら
せ
た
平
場
が
50
基
ほ
ど
存

在
し
、
そ
の
範
囲
は
東
西
２
５
０
ｍ
、
南
北

２
０
０
ｍ
に
及
び
ま
す
。
平
場
の
位
置
は
、

大お
お
み
ね
ふ
ち
ゅ
う
ひ
み
つ
え
ま
き

峰
峰
中
秘
密
絵
巻
に
描
か
れ
た
建
物
と
ほ

ぼ
完
全
に
照
合
で
き
、
現
況
が
江
戸
中
期
ま

で
遡
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

護
摩
炉
と
小
さ
な
本
堂
が
あ
る
の
み
で
す

が
、
そ
の
周
囲
に
広
が
る
平
場
群
は
か
つ
て

の
盛
況
を
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

大峰峰中秘密絵巻に描かれた小篠宿（上が南）

小篠宿測量図（奈良山岳遺跡研究会編『大峰山岳信仰遺跡の調査研究』より）

　
小お
ざ
さ
の
し
ゅ
く

篠
宿
と
深
じ
ん
せ
ん
の
し
ゅ
く

仙
宿

大峰山の考古学的研究
　

奈良の世界遺産

と考古学
シリーズ

第 5  回
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◇
深
仙
宿

　

深
仙
宿
は
、
大
峰
山
脈
の
中
程
、
釈
迦
ヶ

岳
と
大
日
岳
の
鞍
部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代

に
は
当
山
派
と
並
ぶ
修
験
教
団
で
あ
る
本
山

派
（
総
本
山
聖
護
院
）
が
、
深

じ
ん
せ
ん
か
ん
ち
ょ
う

仙
灌
頂
の
儀

式
を
行
う
峯
中
拠
点
で
し
た
。

　

深
仙
宿
の
現
況
は
、
稜
線
上
に
灌
頂
堂
が

東
向
き
に
立
ち
、
そ
の
前
面
に
8
基
ほ
ど
の

平
場
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
灌
頂
堂
の
す
ぐ
前

の
平
場
に
護
摩
壇
が
あ
り
、
北
東
部
の
平
場

に
は
行
者
髭
塚
の
碑
（
大
正
14
年
）
が
あ
り

ま
す
。
宿
の
北
東
に
は
四
天
岩
と
呼
ば
れ
る

巨
大
な
岩
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
深
仙
灌
頂
に

用
い
ら
れ
る
香

こ
う
じ
ょ
う
す
い

精
水
が
滴
っ
て
い
ま
す
。

　

大
峰
峰
中
秘
密
絵
巻
に
描
か
れ
た
深
仙
宿

中
央
部
に
は
、
奥
に
深
仙
行
者
堂
、
そ
の
前

（
東
）
に
護
摩
壇
、
護
摩
壇
の
左
（
南
）
に

建
物
が
あ
り
、
ほ
ぼ
現
況
と
一
致
し
ま
す
。

ま
た
、
行
者
堂
右
手
（
北
）
の
四
天
岩
と
思

わ
れ
る
岩
壁
の
下
に
香
精
童
子
の
祠
と
受
け

鉢
、
そ
の
前
面
に
灌
頂
堂
と
大
き
な
卒そ

と

ば
塔
婆

が
見
え
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
北
東
部
の
平
場

に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

四天岩と行者髭塚 深仙宿灌頂堂と護摩壇

大峰峰中秘密絵巻に描かれた深仙宿（上が西）

深仙宿測量図（奈良山岳遺跡研究会編『大峰山岳信仰遺跡の調査研究』より）
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  A
rc

ha
eo
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gi

ca
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stit
ute of Kashihara, Nara Prefecture

 Founded 1938

　

◇
主
催　

橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
・（
公
財
）
由
良
大
和
古
代

　
　
　
　
　

文
化
研
究
協
会

　

◇
後
援　

読
売
新
聞
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
奈
良
放
送
局

　

◇
会
期　

平
成
30
年
10
月
６
日
（
土
）　

～
11
月
25
日
（
日
）

　

◇
日
時　
（
東
京
）
平
成
30
年
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
13
時
～

　
　
　
　
　
（
奈
良
）
平
成
30
年
11
月
25
日
（
日
）
13
時
～

　

◇
場
所　
（
東
京
）
よ
み
う
り
大
手
町
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

東
京
メ
ト
ロ
・
都
営
地
下
鉄
線
大
手
町
駅　

C3
出
口
直
結

　
　
　
　
　
（
奈
良
）
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　

近
鉄
橿
原
線
畝
傍
御
陵
前
駅　

東
出
口
よ
り
徒
歩
３
分

　

◇
講
師　

石
野　

博
信　

橿
原
考
古
学
研
究
所
研
究
顧
問

　
　
　
　
　

前
園
実
知
雄　

橿
原
考
古
学
研
究
所
特
別
指
導
研
究
員

　
　
　
　
　

菅
谷　

文
則　

橿
原
考
古
学
研
究
所
所
長　
　
　
　
　
　

　
大
和
を
掘
る
！
　
最
新
の
発
掘
調
査
成
果
を
ふ
ま
え
た
論
考
！

　

◇
考
古
学
を
中
心
に
、
周
辺
分
野
の
専
門
家
を
交
え
た
35
名
の
学
際
的
な

　
　

執
筆
陣
に
よ
る
33
本
の
論
考
を
所
収
。

　

◇
平
成
30
年
９
月
13
日
刊
行
、
Ａ
４
版
、
２
８
０
頁
、
上
製
本

　

◇
定
価
２
２
０
０
０
円
＋
税
、
八
木
書
店
刊

催 し  案 内
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●
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

　
　
　
　
秋
季
特
別
展
「
古
代
の
輝
き
」

～ 

日
本
考
古
学
と
橿
考
研
80
年
の
軌
跡
Ⅱ 

～

●
第
38
回
公
開
講
演
会
　
＆
　
第
８
回
東
京
公
開
講
演
会

　
　
　「
古
代
の
王
宮
を
さ
ぐ
る
」

●
書
籍
の
ご
案
内
　
　
発
掘
調
査
の
最
前
線

　
　
　『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
　
第
17
』

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
　
創
立
80
周
年
記
念
論
集

東
京
会
場
は
入
場
無
料
・
定
員
５
０
０
名
、
事
前
申
込
制
。
往
復
葉
書
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
10
月
24
日
（
水
）
当
日
消
印
有
効
で
研

究
所
ま
で
。
応
募
多
数
の
際
は
抽
選
の
う
え
、
当
選
者
に
は
参
加
証
を
お
送

り
し
ま
す
。
奈
良
会
場
は
入
場
無
料
・
定
員
５
５
０
名
、
先
着
順
。

読者の皆様へ：本紙では、Google map に関係づけた地図

QR ードを掲載しています。個人の責任でご利用ください。


